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●�

現
在
の
遺
族
会
の
活
動
は
？

　

慰
霊
塔
、
慰
霊
碑
の
参
拝
と
清
掃
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
６
回
ほ
ど

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
４
回

に
減
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
福
岡
県
の
護
国
神
社
で
春

と
秋
の
慰
霊
大
祭
に
、
役
員
を
含
め
た

会
員
で
参
拝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

●�

語か
た
り
部べ

の
取
り
組
み
は
？

◦
今
年
で
戦
後
81
年
に
な
り
ま
す
が
、

遺
児
の
方
々
も
、
も
う
高
齢
に
な
っ
て

き
て
お
ら
れ
る
の
が
現
実
で
す
。

　

次
の
世
代
へ
語
り
を
残
し
て
い
く
、

風
化
さ
せ
な
い
、
そ
う
い
う
部
分
で
の

平
和
の
語
り
部
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
糟
屋
地
区
の
遺
族
会
で

も
、
生
徒
へ
の
語
り
部
の
取
り
組
み
が
、

二
、三
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

篠
栗
町
の
学
校
で
も
、
私
ど
も
役
員
が

お
伺
い
し
て
、
語
り
部
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◦
皆
さ
ん
方
、
小
学
校
の
こ
ろ
８
月
15

日
は
学
校
に
行
き
よ
っ
た
で
し
ょ
う
。

今
は
、
や
め
た
ん
で
す
よ
ね
。
15
日
は
、

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
の
慰
霊
の
日
で

す
。
私
の
見
解
で
す
け
ど
、
今
の
日
本

が
あ
る
背
景
に
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
亡

く
な
ら
れ
た
約
３
６
０
万
人
の
方
々
の

存
在
が
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

●�

会
員
を
増
や
す
よ
う
な
活
動
は
？

　

懇
親
会
な
ど
の
中
で
、
悲
惨
な
戦
争

と
、
命
の
尊
さ
や
、
今
の
礎

い
し
ず
えを

築
い
て

く
れ
た
戦
没
者
の
気
持
ち
な
ど
を
戦
没

者
の
甥
っ
子
さ
ん
、
姪
っ
子
さ
ん
が
お

ら
れ
る
遺
族
の
方
に
は
声
か
け
し
て
ま

す
。

第39回
篠栗町遺族会
　今回は、戦後80年を過ぎ戦争
の記憶を次世代に継承していく、
篠栗町遺族会の皆さんにお話を
伺いました。

平
和
へ
の
思
い

〜
今
を
生
き
る
私
た
ち
へ
〜

会長　柳池　吉則さん

特  集特  集
意見交換会

金出区にある慰霊塔の清掃活動の様子
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●�
遺
族
会
活
動
は
縮
小
し
て
い
る
の
で

す
か
？

　

五
、六
年
前
ま
で
は
、
糟
屋
地
区
１
市

７
町
全
体
に
、
各
遺
族
会
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
粕
屋
町
と
古
賀
市
が
退
会
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
聞
き
ま
す
と
、

会
員
さ
ん
も
少
な
い
ん
で
す
け
ど
、
役

員
の
方
も
高
齢
で
、
い
ろ
い
ろ
情
報
を

流
し
た
り
、
訪
問
す
る
こ
と
が
も
う
健

康
面
で
出
来
な
い
方
が
多
く
て
ね
。
も

う
役
員
に
な
る
方
が
お
ら
れ
な
い
。
だ

か
ら
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て

い
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

●�
現
在
の
世
界
情
勢
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　

や
っ
ぱ
り
、
戦
争
を
す
る
こ
と
で
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
民
間
の
方

が
亡
く
な
る
と
い
う
の
は
、
本
当
に
つ

ら
い
と
思
い
ま
す
。
絶
対
戦
争
を
し
て

は
い
け
な
い
、
今
の
平
和
の
重
み
で
す

か
ね
、
そ
う
い
う
も
の
を
や
っ
ぱ
り
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●�

会
長
、
副
会
長
か
ら
最
後
に
。

　

会
員
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
、
七
十

数
名
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

も
高
齢
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
や
っ
ぱ

り
若
い
世
代
で
す
か
ね
、
若
い
世
代
へ

語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
80
年
を
過
ぎ
て
、
会
員
の
減
少

や
高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
し
な
が
ら
、
若
い
世
代
へ
戦
争
の
記

憶
の
継
承
を
目
指
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
で
し
た
。

　

今
あ
る
平
和
な
時
間
は
、
先
人
た
ち

の
多
く
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
一
度
、
平
和
と
は
何
な
の
か
。
平

和
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
。

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

遺
族
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

勢門村時代に発行された貴重な資料

副会長　白水　佳男さん
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条　
　
例

体
育
館
使
用
料
を
改
定

篠
栗
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て�

（
議
案
第
41
号
）

　
合
併
50
周
年
記
念
体
育
館
、
勢
門
小
学
校
体
育
館
及
び

北
勢
門
小
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
設
置
し
、
稼
働
を

開
始
す
る
こ
と
に

伴
い
、
使
用
料
の

額
を
改
定
す
る
。

　

令
和
８
年
９
月

１
日
か
ら
施
行
。

　

勢
門
・
北
勢
門

小
学
校
体
育
館
は

令
和
９
年
４
月�

１
日
か
ら
施
行
。

　
６
月
４
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
・
文
教
厚
生
両
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
町
長
提
出
の
条

例
案
や
補
正
予
算
、
専
決
処
分
な
ど
計
29
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

６月定例会６月定例会

再
発
防
止
と
責
任
の
あ
り
方
を
議
論

篠
栗
町
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
52
号
）

　

こ
の
条
例
は
、
職
員
に
よ
る
準
公
金
横
領
事
案
を
重

く
受
け
止
め
、
町
長
及
び
副
町
長
の
管
理
監
督
責
任
を

明
確
に
す
る
た
め
、
給
料
月
額
を
減
額
す
る
特
例
措
置

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

委
員
会
で
は
、
減
額
措
置
の
根
拠
や
妥
当
性
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
再
発
防
止
策
や
公
金
管
理

体
制
の
強
化
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
責

任
の
示
し
方
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
り
、
減
給
に
よ
る

責
任
の
明
確
化
に
対
し
、
原
因
の
検
証
や
組
織
運
営
の

改
善
、
再
発
防
止
へ
の
取
り
組
み
こ
そ
が
責
任
の
果
た

し
方
で
あ
る
等
の
意
見
も
述
べ
ら
れ
た
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
、令
和
８
年
７
月
31
日
限
り
。

　

問　

�

給
与
月
額
１
／
10
に
相
当
す
る
減
額
の
根
拠
と

妥
当
性
は
。

　

答　

�

同
様
の
事
案
が
発
生
し
た
他
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
、
町
長
、
副
町
長
と
協
議
検
討
し
決

定
し
た
。

契　
　
約

給
食
室
備
品
を
更
新

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

〔
動
産
の
買
い
入
れ
（
小
中
学
校
給
食
室
備
品
の
更
新
）〕

�

（
議
案
第
43
号
）

目　
　
的　
経
年
劣
化
に
よ
り
学
校
給
食
備
品
を
更
新

全員賛成原案可決

施設 区分 改定前�
（1時間）

改定後�
（1時間）

記
念
体
育
館

大フロア 全面 1,300 1,800
半面 650 900

小フロア 全面 640 840
半面 320 420

卓球場 1台 130 230
北
勢
門
小

勢
門
小

全　面 780 1,180

半　面 390 590

※�町外者の使用については、この表の２倍とする

反対討論
� 村瀨 議員
　一個人が起こした事案であり、事案
への直接関与もなく組織的でもない。
町に実害もなく、当事者からの告発も
ない。このような状況の中で、法的義
務がないにもかかわらず処分を科す条
例を制定することに疑問を感じる。
　同様の事件に同様の処分内容で自ら
を律する姿勢に一定の評価があること
は承知しているが、風潮を理由に画一
的な処分の前例を作るのは丁寧さを欠
いている。
　金銭による責任の示し方よりも、綱
紀粛正や実効性のある公金管理体制の
充実に努め、厳しく職責を果たすこと
こそが肝要であると考える。

� 荒牧 議員
　本件は個人の問題ではなく、準公金
や通帳を庁舎内で管理していた仕組み
そのものに問題があった事案である。
　また、町長及び副町長の減給によっ
て責任を果たしたとするのではなく、
原因の検証と公金管理体制の見直し、
再発防止策の徹底に取り組むことこそ
が責任の果たし方であると考え、本議
案に反対するものである。

賛成多数原案可決

全員賛成原案可決
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取
得
財
産　
【
篠
栗
小
学
校
】

　
　
　
　
　
消
毒
保
管
機
・
フ
ラ
イ
パ
ン
兼
用
鍋
・

　
　
　
　
　
電
気
回
転
釜
・
自
動
炊
飯
器
・

　
　
　
　
　
業
務
用
オ
ー
ブ
ン　
各
１
台

　
　
　
　
　
【
勢
門
小
学
校
】

　
　
　
　
　
自
動
炊
飯
器　

２
台
・
真
空
冷
却
機
・

　
　
　
　
　
包
丁
ま
な
板
殺
菌
庫　
各
１
台

　
　
　
　
　
【
篠
栗
中
学
校
】

　
　
　
　
　
自
動
炊
飯
器　
１
台

契
約
金
額　
１
８
５
９
万
円

消
防
団
の
装
備
充
実

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

〔
動
産
の
買
い
入
れ
（
消
防
団
支
援
車
２
の
購
入
）〕

�

（
議
案
第
44
号
）

目　
　
的　
老
朽
化
の
た
め
車
両
を
更
新

取
得
財
産　
消
防
団
支
援
車
２　
１
台

契
約
金
額　
１
５
０
４
万
１
７
０
０
円

専　
　
決

組
織
改
革
へ　
手
続
き
の
妥
当
性
を
審
査

専※

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
専
決
第
４
号
）

〔
篠
栗
町
組
織
リ
デ
ザ
イ
ン
室
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
〕

�

（
議
案
第
25
号
）

　

篠
栗
町
組
織
リ
デ
ザ
イ
ン
室
設
置
条
例
の
専
決
処
分

に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
。

　

本
条
例
は
町
長
直
轄
の
リ
デ
ザ
イ
ン
室
を
設
置
し
、

組
織
再
編
や
業
務
の
見
直
し
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な

ど
を
進
め
る
た
め
の
も
の
。

　

委
員
会
で
は
、
本
来
議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
条
例

制
定
を
専
決
処
分
と
し
た
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
重

点
的
に
議
論
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
令
和
８
年
４
月

１
日
か
ら
発
足
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
町
長
直

轄
の
組
織
を
設
置
す
る
に
は
条
例
制
定
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
３
月
下
旬
の
手
続
き
で
あ
っ
た
た
め
、
専
決
処

分
に
至
っ
た
と
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
専
決

処
分
は
例
外
的
な
制
度
で
あ
り
、
緊
急
性
を
要
す
る
も

の
や
時
間
的
に
余
裕
が
な
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
の
か
を
議
論
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら
は
今
回
の
条
例
制
定
に
至
る
手
続

き
に
つ
い
て
、
議
会
へ
の
説
明
や
情
報
共
有
が
十
分
で

な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
議
会
へ
適
切
に
報
告
す
る
旨

の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

全員賛成原案可決

反対討論
� 荒牧 議員
　組織リデザイン室の設置には賛成であり、行政のスリム
化や財政改革に必要な取り組みと考える。
　しかし、本件は違法性の問題ではなく、議会の議決を経
るべき手続をどのように考えるかという問題である。
　地方自治法第158条に基づく議決の必要性への対応が遅
れたことは執行部の事務手続上の問題であり、その都合を
理由に専決処分を行うべきではない。専決処分は最終的な
手段であり、本件はその要件に当たらないとして反対する
ものである。

� 横山 議員
　新規条例は原則として専決処分はできない。条例の制定
は議会の本来の権限であるため、安易に町長が専決するこ
とはできず、議会の議決が必要である。例外として地方自
治法179条の緊急を要する場合があり、執行部は、議会を
招集する時間的余裕がないほど緊急であり、かつ議会の議
決を経ることが困難な場合に該当すると説明したが、実際
には議会を招集しようとすらしてないことから、執行部の
一方的な判断であり、合理性に欠けている。以上の理由に
より地方自治法179条には該当せず、法令違反となる可能
性がある以上、この議案には反対する。

専決処分
　本来は議会が決定すべき予算や条例などの重要な案件について、時間的な余裕がない場合などに、例外として市区町村長や
都道府県知事が議会の代わりに単独で意思決定を行うもの。

賛成多数原案承認

現行の車両

新支援車２（類似車両）
トイレトレーラーも牽引可能な車両
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全員賛成原案可決

陳　
　
情

図
書
館
へ
の
陳
情
は
継
続
審
査
へ

「
町
立
図
書
館
の
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
に
関
す

る
」
陳
情
書�

（
陳
情
第
１
号
）

　

現
状
の
確
認
や
他
町
の
動
向
、
図
書
館
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情

の
審
査
を
現
会
期
中
に
結
論
付
け
る
こ
と
な
く
継
続
審

査
と
し
た
。

陳
情
者　
栄
田
拓
也
氏

［
陳
情
の
趣
旨
］

　
町
立
図
書
館
に
お
け
る
防
音
対
策
の
現
状
を
踏
ま
え
、

子
供
が
発
す
る
騒
音
の
対
策
に
つ
い
て
、
児
童
書
コ
ー

ナ
ー
へ
の
防
音
設
備
の
導
入
な
ど
、
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
子
育
て
世
代
以
外

の
図
書
館
利
用
者
の
快
適
性
向
上
の
実
現
を
求
め
る
。

　　　　　　　　　　　　 （議案第47号〜 51号）

会計別の補正予算額は表のとおり。� （1万円未満四捨五入）

会計 補正額 補正後予算額 補正理由

一般会計 △2112万円 135億7682万円 主な歳出は下記のとおり

国民健康保険特別会計 ２万円 26億6170万円 人件費の増額補正

後期高齢者医療特別会計 324万円 ６億3143万円 人件費の増額補正

水道事業会計 収益的支出 △188万円 ６億3761万円 人件費の増額補正

下水道事業会計
収益的支出 633万円 ８億8686万円 人件費・報償費の増額補正

資本的支出 2759万円 ３億9830万円 受益者負担金の補正

各会計補正予算

一般会計補正予算の主な歳出
総務費【財産活用課】
医療費助成のオンライン資格確認のためのシステム改修委託・・・・558万円

　マイナンバーカードを用いて、自治体・医療機関
・�薬局間で医療費助成や予防接種、母子保健情報を連携・
共有する情報システムを構築する医療DXの一環

商工費【産業観光課】
若杉遥拝堂公衆トイレ浄化槽変更設計委託・・・・400万円

　利用者増加に伴う処理負荷や維持管理の課題に対応するた
め、公衆トイレ浄化槽の処理方式変更に係る設計業務を委託し、
処理能力の安定化と維持管理の効率化を図る。

統合

継続
審査

町立図書館の児童書コーナー
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議 決 結 果 一 覧 表
議案 議　案　名 議決結果

６　
　
　
　
　
月　
　
　
　
　
定　
　
　
　
　
例　
　
　
　
　
会

25 専決処分の承認を求めることについて（専決第４号）
〔篠栗町組織リデザイン室設置条例の制定について〕

詳
細
は
P5

の
と
お
り

賛成多数原案承認
（可７：否４荒牧・横山・門馬・浦野）

26 専決処分の承認を求めることについて（専決第５号）
〔篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定について〕 全員賛成原案承認

27 専決処分の承認を求めることについて（専決第６号）
〔篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について〕 全員賛成原案承認

28 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（青木　晃司 氏） 全員賛成同意

29 篠栗町農業委員会委員の任命について（藤　勝徳 氏） 全員賛成同意

30 篠栗町農業委員会委員の任命について（八尋　利信 氏） 全員賛成同意

31 篠栗町農業委員会委員の任命について（鷹巣　幸敬 氏） 全員賛成同意

32 篠栗町農業委員会委員の任命について（元榮　聡子 氏） 全員賛成同意

33 篠栗町農業委員会委員の任命について（呑山　孝生 氏） 全員賛成同意

34 篠栗町農業委員会委員の任命について（川内　行雄 氏） 全員賛成同意

35 篠栗町農業委員会委員の任命について（加留部　恭子 氏） 全員賛成同意

36 篠栗町農業委員会委員の任命について（安河内　一虎 氏） 全員賛成同意

37 篠栗町農業委員会委員の任命について（井上　美智子 氏） 全員賛成同意

38 篠栗町農業委員会委員の任命について（有隅　久美子 氏） 全員賛成同意

39 篠栗町農業委員会委員の任命について（西　義文 氏） 全員賛成同意

40 篠栗町農業委員会委員の任命について（栗須　勝典 氏） 全員賛成同意

41 篠栗町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

詳
細
は
P4

の
と
お
り

全員賛成原案可決

42 昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく
債務の免除に関する条例を廃止する条例の制定について 全員賛成原案可決

43 財産の取得について〔動産の買い入れ（小中学校給食室備品の更新）〕
詳
細
は
P4

の
と
お
り

全員賛成原案可決

44 財産の取得について〔動産の買い入れ（消防団支援車２の購入）〕
詳
細
は
P5

の
と
お
り

全員賛成原案可決

45 農業用施設整備工事に伴う受益者負担金の免除について 全員賛成原案可決

46 農業用施設整備工事に伴う受益者負担金の免除について 全員賛成原案可決

47 令和８年度篠栗町一般会計補正予算（第１号）について

詳
細
は
P6

の
と
お
り

全員賛成原案可決

48 令和８年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成原案可決

49 令和８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について 全員賛成原案可決

50 令和８年度篠栗町水道事業会計補正予算（第１号）について 全員賛成原案可決

51 令和８年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第１号）
について 全員賛成原案可決

52 篠栗町町長及び副町長の給料の特例に関する条例の制定について
詳
細
は
P4

の
と
お
り

賛成多数原案可決
（可７：否４荒牧・今長谷・村瀨・品川）

陳情
第１号 町立図書館の児童書コーナーに関する陳情書

詳
細
は
P6

の
と
お
り

継続審査
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１．横山　和輝　議員……………………………………………9
・町民体育館利用停止の根拠は

２．太郎良　瞳　議員………………………………………… 10
・学習障害への理解と支援を

３．崎山　佐穂　議員………………………………………… 11
・暑さに強いまちづくりを

４．荒牧　泰範　議員………………………………………… 12
・町の危機管理体制を問う

５．吉本　文枝　議員………………………………………… 13
・�誰もが安心して暮らせるまちづくりを
・�切れ目のない子育て支援の充実を

　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政
策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。
議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・
各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

５
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

６月定例会ライブ配信視聴回数

６月４日（木） 開　　会 58

６月10日（水） 一般質問 181

６月11日（木） 追加議案上程 53

６月12日（金） 採　　決 71

※�視聴回数は、１時間ごとの視聴数を積み上げたものです。

ライブ配信・録画配信閲覧ページはコチラ
※�令和８年第２回（６月）定例会の録画配信については準備出
来次第、掲載します。
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議
案
の
提
出
も
、
承
認
も
な
し

に
、
担
当
課
長
の
一
方
的
な
判
断
に

よ
り
、
急
遽
町
民
体
育
館
の
利
用
停

止
が
行
わ
れ
た
。

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗
の
温
浴
施
設
同

様
、
立
て
続
け
に
町
民
に
対
し
説
明

も
な
く
行
わ
れ
、
行
政
に
不
信
感
を

抱
く
町
民
の
方
が
増
え
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

問
　
事
前
説
明
な
し
に
急
遽
閉
館
し
た

原
因
は
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
町
民
体
育
館
の
現
状
を
令
和
７
年

度
に
調
査
し
、
外
壁
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
強
度
の
低
下
と
中
性
化
の
進
行
が

確
認
さ
れ
た
。

　

老
朽
化
が
確
実
に
進
行
し
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
検
査
か
ら
悪
化

し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
安
全
性
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
判
断
に

至
っ
た
。

　
人
命
尊
重
、
安
全
第
一
の
観
点
か

ら
、
万
が
一
の
事
態
を
防
止
す
る
た

め
、
利
用
停
止
と
い
う
苦
渋
の
決
断

を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
床
や
天
井
の
検
査
を
せ
ず
に
外
壁

の
検
査
だ
け
で
施
設
全
体
の
状
態
が

分
か
る
は
ず
が
な
い
が
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
柱
部
分
は
鉄
筋
に
干
渉
す
る
た
め

コ
ア
抜
き
調
査
は
実
施
で
き
な
い
た

め
、
壁
部
分
の
調
査
結
果
を
基
に
全

体
の
強
度
を
判
断
し
た
。

問
　
調
査
結
果
で
は
町
民
体
育
館
が
危

険
な
状
態
だ
と
し
て
い
な
い
。
壁
が

老
朽
化
し
て
き
て
い
る
の
で
長
く
利

用
す
る
た
め
に
は
修
繕
を
し
た
方
が

い
い
と
い
う
評
価
し
か
し
て
い
な

い
。

　
一
体
誰
が
危
険
だ
と
判
断
し
た
の

か
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
財
産
活
用
課
、
社
会
教
育
課
と
三

役
で
集
ま
り
報
告
を
し
、
そ
の
中
で

決
め
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
補
修
す
れ
ば
問
題
な
い
が
、
今
ま

で
壁
の
補
修
は
行
っ
た
こ
と
は
あ
る

か
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
10
年
間
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す

る
補
修
は
、
行
っ
て
い
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
当
時
の
耐
震
診
断
結
果
に
お
い
て

強
度
が
基
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
措

置
に
至
ら
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

問
　
こ
の
調
査
結
果
で
耐
震
の
判
断
は

で
き
な
い
が
、
何
を
根
拠
に
震
度
６

に
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
明
し
た
と
説

明
し
た
の
か
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
今
回
の
調
査
で
耐
震
診
断
は
行
っ

て
い
な
い
。
判
明
し
た
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
地
震
で
倒
壊
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
状
況
に
あ
る
と
説
明
し
て

い
る
。

問
　
町
の
Ｈ
Ｐ
で
は
利
用
停
止
の
理
由

で
「
今
回
の
調
査
で
町
民
体
育
館
は

地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
」
と
町
民
に
向
け
発
信
し
て
い

る
が
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　

Ｈ
Ｐ
に
関
し
て
は
内
容
を
精
査
し

た
い
と
思
う
。

町民体育館利用停止の根拠は
財産活用課長「職員間で協議の結果
� 危険だと判断した」

横
よこ

山
やま

 和
かず

輝
き

録画配信

現在利用を停止している町民体育館
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学
習
障
害
は
、
知
的
発
達
に
遅
れ

が
な
い
も
の
の「
読
む
」「
書
く
」「
計

算
す
る
」
な
ど
の
特
定
の
分
野
に
困

難
を
抱
え
、
見
え
に
く
い
特
性
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
児
童
生
徒
が
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

問
　
課
題
の
認
識
は
。

答
【
教
育
長
】

　
教
職
員
や
保
護
者
の
障
害
特
性
に

関
す
る
理
解
や
知
識
が
十
分
で
な
い

面
、
ま
た
、
外
見
か
ら
は
分
か
り
に

く
く
実
態
把
握
が
難
し
い
な
ど
が
あ

る
。

問
　
教
職
員
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
へ

の
合
理
的
配
慮
や
理
解
促
進
の
取
り

組
み
は
。

答
【
教
育
長
】

　
教
職
員
に
は
、
研
修
や
校
内
支
援

体
制
の
充
実
を
中
心
に
取
り
組
み
、

４
月
の
始
業
式
前
に
全
小
中
学
校
で

特
別
支
援
学
級
担
任
、
通
級
指
導
担

当
者
を
対
象
に
特
別
支
援
教
育
の
方

針
や
実
態
把
握
の
方
法
、
支
援
や
対

応
の
在
り
方
に
つ
い
て
、５
月
に
は
、

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
対
象
に
役
割
や
動
き
に
つ
い
て
の

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
指
導
員

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
児
童

生
徒
や
保
護
者
の
実
態
把
握
、
支
援

の
方
向
性
や
具
体
的
な
対
応
に
つ
い

て
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
と
の
情
報
共
有
を
行

い
、
教
職
員
へ
の
個
別
指
導
や
、
保

護
者
か
ら
の
相
談
対
応
も
実
施
し
て

い
る
。

　

児
童
生
徒
に
は
、
配
慮
は
当
然

で
、
共
生
社
会
に
生
き
て
い
く
た
め

に
は
必
要
と
い
う
こ
と
を
児
童
生
徒

に
学
ば
せ
る
こ
と
が
イ※

１

ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
だ
と
い
う
こ
と
を
指
導
し
て

い
る
。

　
困
難
を
抱
え
て
い
る
お
子
様
を
持

つ
保
護
者
に
対
し
て
は
、
本
年
度
よ

り
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
特
別
支
援
教

育
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
。

問
　
二
次
的
問
題
に
繋
が
ら
な
い
適
切

な
支
援
は
。

答
【
教
育
長
】

　
児
童
生
徒
の
一
人
一
人
の
実
態
を

把
握
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

支
援
、評
価
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
、

教
育
環
境
の
調
整
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
含
め
た
支
援
の
方
向
性
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
が
、
未
然
防
止

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

問
　
つ※

２

く
ば
モ
デ
ル
な
ど
の
取
り
組
み

を
考
え
て
い
る
か
。

答
【
教
育
長
】

　
学
校
教
育
課
だ
け
で
な
く
こ
ど
も

育
成
課
、
健
康
課
と
も
相
談
し
な
が

ら
、
篠
栗
町
な
り
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
等
の
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
を
考
え

て
い
き
た
い
。

学習障害への理解と支援を
教育長「実態を把握し早期発見と
� 理解促進に努めている」

太
た

郎
ろう

良
ら

 瞳
ひとみ

録画配信

※
１　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て

の
子
供
が
共
に
学
び
、
互
い
の
違
い

を
認
め
合
う
力
を
育
む
教
育
。

※
２　
つ
く
ば
モ
デ
ル

　

読
み
書
き
に
困
難
を
抱
え
る
児
童

生
徒
を
早
期
に
把
握
し
、
個
々
の
特

性
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
す
取
り
組
み
。
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崎
さき

山
やま

 佐
さ

穂
ほ

録画配信

　
猛
暑
の
常
態
化
に
よ
り
、
熱
中
症

対
策
は
個
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、

社
会
や
都
市
全
体
で
暑
さ
へ
の
対
応

力
を
高
め
る「
暑
熱
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

の
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
子
供
や
高
齢
者
を
は
じ
め
、
誰
も

が
安
心
し
て
移
動
・
滞
在
で
き
る
環

境
づ
く
り
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

加
え
、
ウ※

１

ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く

り
や
関
係
人
口
の
受
入
れ
環
境
整

備
、
防
災
機
能
の
強
化
に
も
つ
な
が

る
。

　
ク※

２

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
機

能
の
見
え
る
化
や
給
水
環
境
の
整
備

ま
で
含
め
て
、
活
用
さ
れ
る
仕
組
み

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問
　

給
水
ス
ポ
ッ
ト
整
備
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
に
お
け
る
整
備
状
況
と
優

先
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
健
康
課
長
】

　
現
在
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
、
町
役
場
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
、

ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
、
町
立
図
書
館
、

カ
ブ
ト
の
森
、
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ

コ
篠
栗
店
、
新
生
堂
薬
局
篠
栗
店
を

指
定
し
て
い
る
。

　
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
無
い
が
、
各
施

設
に
飲
料
用
自
動
販
売
機
を
設
置
し

て
い
る
。
冷
水
機
能
を
備
え
た
給
水

設
備
は
有
効
と
考
え
て
い
る
が
、
衛

生
管
理
や
維
持
管
理
費
用
も
含
め
た

検
討
が
必
要
で
あ
り
、
設
置
自
治
体

の
状
況
把
握
を
進
め
る
。

問
　
以
前
は
飲
み
水
を
提
供
し
て
い
た

施
設
も
あ
っ
た
。
自
動
販
売
機
は
あ

る
が
、
福
祉
施
設
な
ど
町
民
が
集
ま

る
場
所
に
は
、
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
飲
み
水
を
提
供
で
き
る
環
境

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
福
岡
市
や
志
免
町
な
ど
の
実
情
等

も
含
め
検
討
し
て
い
る
。
状
況
を
把

暑さに強いまちづくりを
健康課長「給水環境の整備を
� 引き続き検討していく」

※
１　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

　

国
が
推
進
す
る
、
歩
き
た
く
な
る

快
適
な
空
間
を
整
え
、
人
々
の
交
流

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
ま
ち
づ
く

り
の
こ
と
。

※
２　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

　

暑
さ
を
避
け
て
一
時
的
に
休
憩
で

き
る
冷
房
の
効
い
た
施
設
。

　

環
境
省
作
成
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
。

握
し
な
が
ら
、
給
水
設
備
の
状
況
も

含
め
総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

問
　

既
存
施
設
を
活
用
し
た
給
水
ス

ポ
ッ
ト
整
備
は
、
総
合
的
な
住
民
福

祉
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

答
【
健
康
課
長
】

　
給
水
ス
ポ
ッ
ト
整
備
は
有
効
と
認

識
し
て
い
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
の
拡
大
と
機
能
表
示
、
篠
栗

マ
ッ
プ
へ
の
掲
載
で
水
分
補
給
が
で

き
る
場
所
の
周
知
を
進
め
る
。
県
の

エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ
ト
の
啓
発
な

ど
を
行
う
。
暑
熱
対
策
や
ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
な
環
境
整
備
の
取
り
組
み
や
周

知
啓
発
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め
、
関

係
人
口
の
受
け
入
れ
環
境
の
充
実
、

防
災
機
能
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

町指定暑熱避難施設・
涼みどころ

町ホームページ

クーリング
シェルター・マーク

ロゴマーク
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４
月
14
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議

会
に
お
い
て
町
民
体
育
館
の
耐
震
強

度
が
老
朽
化
に
よ
り
著
し
く
低
下
し

て
お
り
、
施
設
の
閉
鎖
を
行
う
こ
と

と
し
た
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
そ
こ
で
我
が
町
の
危
機
管
理
体
制

に
大
き
な
疑
問
が
生
じ
た
。

　
施
設
閉
鎖
の
判
断
に
至
っ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
強
度
の
コ
ア
抜
き
検
査
を

昨
年
12
月
22
日
に
行
い
、
検
査
報
告

を
１
月
26
日
に
受
け
て
お
り
、
そ
の

後
４
月
５
日
に
消
防
団
入
退
団
式
が

同
施
設
で
行
わ
れ
た
。

　

説
明
で
は
震
度
６
で
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
も
し
あ
の

時
に
震
度
６
以
上
の
地
震
が
来
て
い

た
ら
、
町
の
最
高
執
行
責
任
者
で
あ

る
町
長
は
じ
め
執
行
部
に
加
え
、
地

域
の
災
害
対
策
責
任
者
で
あ
る
区
長

会
と
災
害
時
の
頼
み
の
綱
で
あ
る
消

防
団
全
員
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
下
敷

き
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
る
と
、
背
筋
が
凍
る
思
い
で
あ
る
。

　
町
民
一
人
一
人
の
命
の
重
さ
を
考

え
る
と
検
査
報
告
を
受
け
た
時
点
で

施
設
閉
鎖
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
消

防
団
の
式
典
を
行
う
な
ど
も
っ
て
の

ほ
か
で
あ
る
。

問
　
基
本
的
な
危
機
管
理
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が

か
。

答
【
町
長
】

　
ご
指
摘
の
通
り
、
地
域
の
災
害
対

策
の
要
で
あ
る
区
長
各
位
そ
し
て
災

害
時
の
頼
み
の
綱
で
あ
る
消
防
団
員

の
命
を
守
る
こ
と
は
町
の
危
機
管
理

に
お
け
る
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
町
民
体
育
館
で
実
施
す
る
に
至
っ

た
経
緯
は
、
当
該
施
設
が
災
害
時
に

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
た
が
、
当
初
予
定
し
て
い
た
合

併
50
周
年
体
育
館
が
空
調
工
事
の
為

に
使
用
が
困
難
と
な
り
、
一
時
開
催

の
可
否
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
を
重

ね
た
。

　
消
防
団
入
退
団
式
は
新
体
制
の
始

動
を
告
げ
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
地

域
の
結
束
を
図
り
、
地
域
防
災
力
向

上
の
為
に
も
極
め
て
重
要
な
式
典
で

あ
る
。

　
代
替
施
設
を
事
前
の
限
ら
れ
た
期

間
内
で
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
困

難
で
あ
っ
た
背
景
も
あ
り
、
式
典
の

重
要
性
を
鑑
み
て
町
民
体
育
館
で
実

施
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
万
が
一
の
事
態

に
対
す
る
想
定
や
危
機
管
理
体
制
の

徹
底
が
不
足
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
ず
深
く
反
省
し
て
い
る
。

　
今
後
は
安
全
性
を
最
優
先
と
し
た

意
思
決
定
に
努
め
、
危
機
管
理
体
制

の
更
な
る
強
化
を
図
る
。

町の危機管理体制を問う

町長「危機管理体制の更なる強化を図る」

荒
あらまき

牧 泰
やすのり

範

録画配信

本会議を
ホームページで

公開しています！

次回の９月議会の開会は、９月４日（金）10時、一般質問は９月８日（火）10時開始予定です。

本会議は一般に公開されており、傍聴することができます。
傍聴をご希望の方は、庁舎３階の議会事務局にお越しくだ
さい。（予約不要）
また、当日の様子は、インターネットでの生中継や録画配
信でもご覧いただけます。

本会議傍聴・・視聴のご案内 町政や議会の様子を
身近に感じていただく機会を

ぜひご活用ください。
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精
神
的
な
不
調
や
精
神
疾
患
は
、

誰
も
が
当
事
者
や
家
族
に
な
り
得
る

身
近
な
課
題
で
あ
る
。
支
援
体
制
が

あ
っ
て
も
つ
な
が
ら
な
く
て
は
意
味

が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
基※

１

幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
必
要
な
人
に
ど

う
つ
な
げ
る
か
、
孤
立
を
ど
う
防
ぐ

の
か
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
制
度
の
は
ざ
ま
に
い
る
方
や
支
援

に
つ
な
が
り
に
く
い
方
へ
の
対
応

は
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
情
報
集
約
を
し
、
生
活
保
護
、
介

護
保
険
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
の
連
携
も
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
自
治
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
や
近
所
の
情
報
提
供
の
聞

き
取
り
を
引
き
続
き
行
い
、
対
象
者

を
把
握
し
た
上
で
、必
要
に
応
じ
て
、

行
政
側
か
ら
出
向
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
対
応
を
引
き
続
き
行
う
。

問
　
地
域
理
解
の
推
進
は
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
誰
も
が
当
事
者
に
な
り
得
る
意
識

を
町
民
全
体
で
共
有
し
、
孤
立
を
生

ま
な
い
風
土
づ
く
り
を
目
指
し
、
広

報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
啓
発
活
動
を

通
じ
、
障
害
へ
の
理
解
や
認
識
を
深

め
る
努
力
を
継
続
し
て
い
く
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
方
や
家
族
が

孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
相

談
で
き
、
支
え
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
【
町
長
】

　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
７

月
の
糟
屋
郡
町
長
会
以
降
、
議
論
を

深
め
令
和
10
年
度
に
広
域
設
置
に
向

け
て
調
整
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目

な
く
支
え
る
こ※

２

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
機
能
の
充
実
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
事

前
講
習
は
、
妊
娠
期
や
乳
幼
児
健
診

な
ど
保
護
者
が
集
ま
る
機
会
を
活
用

し
、
受
講
で
き
な
い
か
。

答
【
こ
ど
も
育
成
課
長
】

　
事
業
の
利
便
性
や
必
要
性
に
つ
い

て
周
知
を
図
り
、
講
習
日
程
を
増
や

す
こ
と
や
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。

問
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
健
診

会
場
を
活
用
し
た
読
み
聞
か
せ
体
験

を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
【
教
育
長
】

　
現
在
は
10
か
月
健
診
で
実
施
し
て

い
る
が
、
関
係
部
署
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
も
連
携
し
実
施
方
法
を
検

討
す
る
。

　
読
み
聞
か
せ
体
験
は
、
各
課
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
担
う
べ
き
業
務
内
容

や
人
員
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
４
月

よ
り
発
足
し
た
リ
デ
ザ
イ
ン
室
と
協

議
検
討
を
重
ね
機
能
充
実
を
図
る
。

誰もが安心して
� 暮らせるまちづくりを
福祉課長「障害への理解や認識を
� 深める努力を続ける」

吉
よし

本
もと

 文
ふみ

枝
え

録画配信

※
１　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
相

談
を
受
け
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
支
援
す
る
相
談
窓
口
。

※
２　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
子

供
と
家
庭
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
支
え

る
相
談
拠
点
。

切
れ
目
の
な
い

�

子
育
て
支
援
の
充
実
を

教
育
長「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
を
図
る
」
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市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

�

（
令
和
８
年
４
月
20
日
～
21
日
）

�

市
町
村
職
員
中
央
研
修
所

「
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
：
古
屋

　
「
農
業
の
新
た
な
か
た
ち
」
で
は
、
農
業
分
野
の
Ｄ

Ｘ
が
、
持
続
可
能
で
効
率
的
か
つ
魅
力
あ
る
農
業
の
実

現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
、
そ
の
実
現
に
努
め
た
い
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
で

は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
地
域
課
題
を
的
確
に

把
握
し
、
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
が
議
会
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
住
民
と

の
対
話
を
よ
り
重
視
し
、
政
策
の
効
果
や
将
来
へ
の
影

響
を
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　
「
生
成
Ａ
Ｉ
は
議
会
を
変
え
る
」
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
判
断
を
補
助
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
適
切
に
活
用
し
、

説
明
責
任
と
意
思
決
定
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
「
脳
と
習
慣
」
で

は
、
無
意
識
の
習

慣
が
考
え
方
や
行

動
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
、

よ
り
良
い
人
間
関

係
の
構
築
に
つ
な

が
る
と
感
じ
た
。

市
町
村
議
会
議
員
研
修

�

（
令
和
８
年
４
月
20
日
～
21
日
）

�

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

「
市
町
村
長
等
・
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
：
品
川
・
吉
本

　
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
自
治
体
経
営
、
観
光
に
よ

る
地
方
創
生
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
人
間
の
実
存
（
主

体
的
に
生
き
る
こ
と
）、
そ
し
て
若
者
の
政
治
参
加
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
特
に
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
地
域
経
営
や
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
づ
く
り
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
し
た
。

　
ま
た
、
効
率
性
だ
け
で
な
く
人
の
主
体
性
や
生
き
方

を
尊
重
す
る
視
点
、
若
者
が
社
会
や
政
治
と
関
わ
る

機
会
を
広
げ
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
重
要
な
視
点
を
得

た
。

　
議
会
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政
策
検
証
に
加

え
、
多
様
な
意
見
や
地
域
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
対
話
を
通
じ
て
議
論
を
深
め
、
よ
り
良
い
政
策

形
成
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

市
町
村
議
会
議
員
研
修

�

（
令
和
８
年
５
月
14
日
～
15
日
）

�

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

「
社
会
保
障
・
社
会
福
祉

�

～
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
」

参
加
者
：
横
山
・
太
郎
良

　
高
齢
化
や
地
域
課
題
が
進
む
中
で
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
た
め
に
受
講
し
た
。

　

研
修
で
は
、
人
材
不
足
が
進
む
介
護
現
場
を
支
え
る

Ｄ
Ｘ
の
可
能
性
や
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
行
政
や
関
係
機

関
、
地
域
住
民
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。

　
ま
た
、
制
度
の
狭
間
で
支
援
が
届
き
に
く
い
事
例
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕

組
み
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

　

本
町
の
実
情
に
即
し
た
支
援
体
制
の
充
実
と
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
と
め
て

い
き
た
い
。
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主な議会活動報告  令和８年４月～６月主な議会活動報告  令和８年４月～６月
会　議　名（事件内容）

４月
２日 広報広聴委員会
４日 篠栗町スポーツ協会総会
５日 篠栗町消防団入退団式
８日 広報広聴委員会
９日 篠栗中学校入学式／篠栗北中学校入学式
10日 篠栗小学校入学式／勢門小学校入学式／篠栗小学校　萩尾分校入学式
14日 議会全員協議会／勢門幼稚園入園式

20〜21日
市町村議会議員特別セミナー（千葉県）
市町村長等・議会議員特別セミナー（滋賀県）

22日 糟屋地区議長協議会（新宮町）
24日 糟屋地区副議長会（須恵町）／篠栗町保護司会総会
25日 篠栗町身体障がい者福祉協会総会
26日 篠栗町文化協会総会
28日 例月現金出納検査（令和７年度３月分）

５月
１日 福岡県警察篠栗合同庁舎落成式
11日 粕屋南部消防組合議会　議会運営委員会・令和８年第２回臨時会（粕屋南部消防組合）
13日 広報広聴委員会（意見交換会）

14〜15日 市町村議会議員研修〈社会保障・社会福祉〉（滋賀県）
16日 篠栗中学校体育会／篠栗北中学校体育会
20日 篠栗町ボランティア連絡協議会定期総会
22日 議会運営委員会／粕屋地区交通安全協会篠栗支部定期総会
23日 勢門小学校運動会／北勢門小学校運動会
25日 筑豊横断道路建設促進期成会定期総会（飯塚市）／例月現金出納検査（令和７年度令和８年４月分、令和８年度４月分）

25〜26日 町村議会議長・副議長研修会（東京都）
27日 篠栗町観光協会総会
28日 篠栗町シルバー人材センター定時総会

６月
４日 広報広聴委員会

定
例
会

４日 議会運営委員会／開会／全員協議会
８日 付託議案審査（総務建設常任委員会・文教厚生常任委員会）
９日 予算審査
10日 一般質問
11日 議会運営委員会／本会議／総務建設常任委員会
12日 採決
12日 全員協議会／議会運営委員会／広報広聴委員会
14日 篠栗町消防団消防操法大会
18日 広報広聴委員会
24日 篠栗町社会福祉協議会評議員会／例月現金出納検査（令和７年度令和８年５月分、令和８年度５月分）
28日 東京篠栗会（東京都）
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旬し
ゅ
ん

花か

衆し
ゅ
う

灯と
う

輝く まちの宝輝く まちの宝

　

気
の
合
う
篠
栗
町
の
仲
間
十

人
で
鹿
児
島
へ
出
か
け
た
。
桜

島
を
眺
め
、
美
味
し
い
料
理
を

囲
み
、
思
い
出
話
し
に
花
を
咲

か
せ
る
。
笑
顔
の
絶
え
な
い
二

日
間
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

帰
る
日
に
、
私
の
思
い
つ
き

で
立
ち
寄
っ
た
知
覧
。
そ
こ
で

私
達
は
、
若
く
し
て
命
を
散
ら

し
た
特
攻
隊
員
た
ち
の
手
紙
と

出
会
っ
た
。
明
日
に
は
命
が
無

く
な
る
と
い
う
の
に
、
そ
こ
に

は
家
族
を
想
う
優
し
い
言
葉
の

数
々
と
希
望
が
！

　

気
づ
け
ば
涙
で
文
字
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
た
。

　

八
月
生
ま
れ
の
私
も
今
年

六
十
四
歳
。
美
味
し
い
ご
飯
を

食
べ
、
仲
間
と
笑
い
、
元
気
に

生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
決
し

て
当
た
り
前
で
は
な
い
。

　

雨
の
中
、
仲
間
を
乗
せ
た
ワ

ゴ
ン
車
を
し
っ
か
り
安
全
運
転

し
な
が
ら
、
平
和
な
時
代
に
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

を
何
度
も
何
度
も
噛
み
し
め
た
。

門
馬
　
良

地域の方に教えていただきながら、水を張った田んぼで田植え体験しました。地域の方に教えていただきながら、水を張った田んぼで田植え体験しました。
お米ができるまでの大変さや大切さを学び、貴重な経験となりました。お米ができるまでの大変さや大切さを学び、貴重な経験となりました。

総合的な学習（探究）の時間　篠栗小学校総合的な学習（探究）の時間　篠栗小学校


